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序

北
海
道
大
学
は
、

一
九
七
六
年
(
昭
和
五
一
〉
創
基
百
周
年
を
迎
え
た
。

こ
れ
を
記
念
す
る
事
業
の
一
つ
の
柱
と
し
て
、

通
説
、

部
局

史
、
史
料
編
よ
り
な
る
北
大
百
年
史
三
部
作
を
企
画
し
た
が
、
こ
の
度
そ
の
第
一
陣
と
し
て
部
局
史
が
上
梓
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と

は
、
喜
び
に
た
え
な
い
。

「
部
局
」
と
い
う
の
は
、

一
般
に
は
耳
な
れ
な
い
言
葉
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
は
、
大
学
内
の
組
織
を
指
す
も
の
と
し
て
、

教
育
公
務
員
特
例
法
に
使
わ
れ
て
い
る
法
令
用
語
な
の
で
あ
る
。
同
法
は
こ
れ
に
明
確
な
定
義
を
与
え
、
学
部
、
研
究
所
の
ほ
か
該
当
す

る
組
織
の
範
囲
を
限
っ
て
い
る
。
学
内
に
は
、
こ
の
呼
称
に
従
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
部
局
長
連
絡
会
議
が
あ
り
、
本
書
に
お
け
る
部
局

の
意
味
も
、

ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
ら
大
学
の
部
局
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
存
在
理
由
を
も
ち
、
学
問
の
自
由
の
保
障
の
も
と
に
広
汎
な
自
治
権
を
享
有
し
て
教
育
、

研
究
活
動
を
行
う
組
織
体
で
あ
っ
て
、
大
学
は
そ
の
総
合
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
部
局
ご
と
の
歴
史
が
、
個
別
に
記
述
さ

れ
、
そ
の
全
体
が
、
本
学
の
部
局
史
を
構
成
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

本
学
は
、
札
幌
農
学
校
(
一
八
七
六
年
l
明
治
九
〉
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
〈
一
九
O
七
年
』
明
治
四
O
)
の
時
代
を
経
て
、

一
九
一
八

年
ハ
大
正
七
)
北
海
道
帝
国
大
学
と
な
っ
た
。

大
学
令
の
制
定
に
伴
い
、

翌
一
九
一
九
年
ハ
大
正
八
)
、
農
科
大
学
が
農
学
部
と
改
称
さ
れ

る
と
と
も
に
医
学
部
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に
、
部
局
史
の
開
幕
が
告
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
百
年
の
時
点
で
い
え
ば
、

ま
さ
に
、
後
半
の
五

O
年
が
、
部
局
史
の
占
め
る
時
代
区
分
で
あ
る
。
こ
の
間
に
北
大
は
大



き
く
発
展
し
た
。

農
学
部
、
医
学
部
に
続
い
て
は
、

工
学
部
(
一
九
二
四
年
1
大
正
一
一
己
、
理
学
部
ハ
一
九
三
O
年
U

昭
和
五
)
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
、

低
温
科
学
研
究
所
(
一
九
四
一
年
1
昭
和
二
C
、

触
媒
研
究
所
ハ
一
九
四
三
年
1
昭
和
一
八
〉
と
超
短
波
研
究
所
〈
向
上
、

な
お
一
九
四
六
年
応

用
電
気
研
究
所
と
改
称
〉
の
三
つ
が
加
わ
っ
た
自
然
系
の
総
合
大
学
と
い
う
の
が
、
戦
前
に
お
け
る
本
学
の
姿
で
あ
っ
た
。

戦
後
間
も
な
く
法
文
学
部
が
設
置
さ
れ
た
(
一
九
四
七
年
1
昭
和
二
二
)
。

一
九
四
九
年
〈
昭
和
二
四
)
新
制
大
学
の
発
足
と
と
も
に
、
本

学
は
、
法
文
、
教
育
、
理
、
医
、

工
、
農
、
水
産
の
七
学
部
を
擁
し
、
人
文
、
社
会
及
び
自
然
の
各
分
野
に
ま
た
が
る
一
大
総
合
大
学
に

成
長
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
法
文
学
部
は
文
学
部
と
法
経
学
部
に
分
か
れ
(
一
九
五
O
年
1
昭
和
二
五
)
、

次
い
で
、

後
者
は
、
法
学
部
、

経
済
学
部
に
分

離
し
(
一
九
五
三
年
l
昭
和
二
八
)
、
こ
こ
に
、
人
文
・
社
会
系
四
学
部
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
然
系
で
は
、
獣
医
学
部
(
一

九
五
二
年
l
昭
和
二
七
)
、

薬
学
部
(
一
九
六
五
年
U

昭
和
四
O
)、
歯
学
部
ハ
一
九
六
七
年
1
昭
和
田
口
が
次
々
に
加
わ
っ
た
。

ま
た
一
九
五

O
年
(
昭
和
二
五
)
に
は
結
核
研
究
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ハ
一
九
七
四
年
免
疫
科
学
研
究
所
と
改
称
)
。

以
上
が
、
本
学
に
お
け
る
学
部
、
研
究
所
発
展
の
歴
史
で
あ
る
。

か
く
て
本
学
は
、
国
立
大
学
の
中
で
は
最
も
多
数
の
一
一
一
学
部
と
四

研
究
所
を
擁
す
る
わ
が
国
有
数
の
大
規
模
な
大
学
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
部
局
史
の
冒
頭
に
は
、

予
科
及
び
教
養
部
の
歴
史
が
置
か
れ
て
い
る
。

予
科
は
実
は
、

一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
札
幌
農
学

校
発
足
の
時
以
来
の
も
の
で
、

一
九

O
七
年
(
明
治
四
O
)
大
学
予
科
と
な
っ
た
後
、

一
九
四
九
年
(
昭
和
二
四
)
新
制
大
学
の
下
で
教
養

部
が
設
置
さ
れ
る
に
及
ん
で
、

そ
の
使
命
を
終
え
た
。

教
養
部
は
、

当
初
教
養
学
科
と
し
て
設
置
さ
れ
(
一
九
四
九
年
1
昭
和
二
四
〉
、
そ

の
後
(
一
九
五
七
年
1
昭
和
三
二
)
現
在
の
名
称
に
改
め
ら
れ
た
が
、

一
貫
し
て
、

全
学
の
教
養
課
程
教
育
担
当
の
組
織
と
し
て
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。



本
部
局
史
に
お
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
な
お
、
附
属
図
書
館
、
北
方
文
化
研
究
室
、
事
務
局
、
学
生
部
及
び
各
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
以
上
の
各
部
局
史
の
集
大
成
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
部
局
を
中
心
と
す
る
北
大
の
歴
史
的
経
過
が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
本
書
を
手
に
さ
れ
た
先
輩
の
教
職
員
や
卒
業
生
諸
君
は
、
こ
の
中
か
ら
、
青
春
、
壮
年
の
思
い
出
の
数
々
を
く
み
取
ら
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
現
役
の
諸
君
は
、
こ
の
中
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
発
展
の
た
め
の
礎
石
を
見
い
だ
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
本
書
に
は
、
単
な
る
主
観
的
な
回
顧
趣
味
を
乗
り
越
え
て
、

日
本
の
教
育
史
、
大
学
史
の
重
要
な
幾
こ
ま

か
を
、
客
観
的
に
書
き
留
め
る
た
め
に
払
わ
れ
た
執
筆
者
の
努
力
の
跡
も
見
い
だ
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
図
が
理
解
さ
れ
、
本
書

が
、
さ
ら
に
広
い
範
囲
か
ら
、
多
数
の
読
者
を
迎
え
る
こ
と
を
、

心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。

本
書
の
刊
行
は
、
北
海
道
大
学
創
基
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
出
版
専
門
委
員
会
の
委
員
長
、
氷
井
秀
夫
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
専

門
委
員
や
北
大
百
年
史
編
集
室
の
皆
さ
ん
、
各
部
局
の
編
集
、
執
筆
担
当
者
諸
氏
な
ど
、
学
内
関
係
者
多
数
の
協
力
の
下
に
実
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
労
を
多
と
し
た
い
。

ま
た
、
本
書
の
刊
行
資
金
と
し
て
は
、
記
念
事
業
の
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
多
額
の
醸
金
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
醸
金
者
各

位
に
対
し
、
重
ね
て
、

お
礼
の
言
葉
を
申
し
述
べ
た
い
。

北
大
百
年
史
三
部
作
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
完
成
へ
の
明
る
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
者
の
い
っ
そ
う
の
御
努
力
に
よ

って、

一
日
も
早
く
こ
の
事
業
が
有
終
の
美
を
な
す
こ
と
を
、
心
か
ら
望
ん
で
こ
の
序
文
を
結
ぶ
こ
と
と
し
よ
う
。

一
九
八

O
年
三
月

北
海
道
大
学
長

A 
I 

村

成

和



凡

タリ

一
、
本
書
は
、
北
大
百
年
史
部
局
史
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
各
部
局
史
(
学
部
史
・
研
究
所
史
等
)
の
諸
編
に
よ
っ
て
構
成
し
、
原
則
と

し
て
各
部
局
の
創
立
よ
り
北
大
創
基
百
年
に
当
た
る
一
九
七
六
年
(
昭
和
五
ご
ま
で
の
歴
史
を
記
述
し
た
。

一
、
各
部
局
の
資
料
、
表
等
は
付
録
と
し
て
、
年
表
と
と
も
に
、
各
編
末
に
掲
載
し
た
。

一
、
文
章
の
体
裁
等
は
、
左
記
の
諸
項
に
よ
っ
た
。

ω
本
文
は
当
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
固
有
名
詞
・
学
術
用
語
等
は
当
用
漢
字
以
外
も
使
用
し
た
。

ω
一
紀
年
は
西
洋
暦
に
よ
り
、
適
宜
日
本
の
年
号
を
(

本
文
中
の
氏
名
の
敬
称
は
省
略
し
た
。

)
に
入
れ
て
補
っ
た
。
学
年
暦
上
の
年
度
や
会
計
年
度
も
西
洋
暦
で
表
示
し
た
。

(3) 仏)(5) 

国
有
名
調
等
読
み
に
く
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
ふ
り
が
な
を
付
し
た
。

引
用
文
等
は
、
「
」
で
囲
み
、
あ
る
い
は
や
や
小
さ
な
活
字
を
用
い
て
字
下
げ
を
行
い
、
本
文
と
区
別
し
た
。

(6) 

引
用
文
の
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
、
か
な
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

(7) 

引
用
文
中
明
ら
か
な
誤
り
は
訂
正
し
、
疑
義
が
あ
る
個
所
に
は
(
マ
ご
と
傍
注
し
た
。

。)
書
名
、
新
聞
名
、
雑
誌
名
等
は
『

』
で
示
し
、
論
文
名
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
「

」
で
示
し
た
。



北
大
百
年
史
部
局
史

総
目
次

序

北
海
道
大
学
長

成

手口

村

今

凡

例j

予

科

教

養

部

法

文

学

部

157 

文

A主4

ザー

191 

部

法

経

学

部

277 

法

pl4 

ずー

部

付

ス
ラ
ブ
研
究
施
設
:
:

329 

経

済

学

部

337 



2 

教

育

学

部

・

373 

理医歯薬工農

A主ヰ

ナ

433 

部

A主4

ザー

ラ25

部

rllL，.. 

づ一

部

A主4

ずー

部

A主4

寸一

695 

部

戸主4

寸ー

部

獣

医

学

部

・

1015 

水

産

学

部

1057 

低
温
科
学
研
究
所

1149 

応
用
電
気
研
究
所
:

1207 

触

媒

研

究

所

1251 



免
疫
科
学
研
究
所
:

13II 

附

属

図

書

館

・

1343 

北
方
文
化
研
究
室

1377 

事
務
局
・
学
生
部
及
び
セ
ン
タ
ー
-

事

務

局

ρ担ら
寸ー

生

部

1404 

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

1420 

体
育
指
導
セ
ン
タ
ー

1423 

後

記

3 
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